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【大阪・関西万博 2025】ペルー館で「ペルー 心のリズム〜『インティ・ライミ』と

『サン・フアン』文化イベント」を開催、伝統舞踊を披露 
 

 
 

2025 年 6 月 24 日（火）、大阪・関西万博 2025 ペルー館にて、ペルーを代表するふたつの伝統祝祭「インティ・ラ

イミ（太陽の祭り）」と「サン・フアン祭」の文化イベントを開催し、館外ファサード前および館内で現地の祝祭映像

の上映や伝統舞踊の披露によって、多くの来場者や報道関係者にペルー文化の多様性と魅力を伝えました。 

 

  
 

ペルー副政府代表のフェルナンド・アルバレダは、「『インティ・ライミ』は太陽神への感謝と収穫を祝うアンデスの

祭り、『サン・フアン祭』は命と喜びを称えるアマゾンの祝祭であり、ともに 6 月 24 日に行われる国を代表する伝

統行事です。この特別な機会に、日本の皆さまに、このペルーを代表する二つの祝祭をご紹介できることを大変

嬉しく思います」と冒頭の挨拶を述べました。 

 

イベントはドラムやサンポーニャの生演奏で幕を開け、「インカ」と「コヤ」が登場、アンデス地方の「バリチャ」、ア

マゾン地域の「シビポ族の誇りの踊り」などの伝統舞踊が披露されました。これらはすべて、地域の歴史や文化

的アイデンティティ、そして人々の誇りを体現するものであり、来場者から大きな拍手が送られました。 

 

    
 

館内では、報道関係者および来賓向けに、インティ・ライミとサン・フアン祭の映像上映や、レタブロ（祭壇画）のフ



 

 

ォトブース体験、「ラマスのカーニバルダンス」の披露、アマゾン料理の代表である「ファネ」や、アンデスとアマゾ

ンをテーマにしたフィンガーフード、ペルー産カクテルの提供など、多面的に文化を体感できる構成となりました。 
 

  
 

なお、ペルー本国で 6 月 24 日に行われた「インティ・ライミ」は 1 万人以上の来場者を記録し、約 6,200 万ソル

（約 25 億円）の経済効果を記録。クスコでは初めてチケットが完売となるなど、コロナ禍以降、国内外からの注目

が再び高まっています。また、「インティ・ライミ」の開催地であるクスコは、サクサイワマン、オリャンタイタンボ、聖

なる谷、マチュピチュ、カパック・ニャン（インカ道）、マラス塩田、モライ遺跡、パルコヨの虹の山々など、数々の自

然・建築遺産に恵まれた世界的観光地でもあります。こうした動きを背景に、今回のパフォーマンスは、ペルーの

多様性を訴求するとともに、観光の魅力と文化資産を発信した重要な文化外交イベントでもあります。 
 

 
 

さらに、ペルーのバーチャルパビリオン（メタバース）では、「インティ・ライミ」の再現が行われており、ペルー・日本

リンクゾーン内において、インカとコヤの姿を見ることができます。このコンテンツは世界中の誰でも接続して閲覧

でき、「インティ・ライミ」および「サン・フアン祭」に関する歴史や影響を解説する映像資料にもアクセス可能です。

アプリのダウンロードはこちらから行えます。 
 

今後もペルー館では、地域の多様性を尊重しながら、文化、観光、食の魅力を紹介するイベントを継続的に展開

してまいります。 
 

【イベント概要】 

◼ イベント名：ペルー 心のリズム〜『インティ・ライミ』

と『サン・フアン』文化イベント 

◼ 開催日：2025 年 6 月 24 日（火）12:00～13:30 

◼ 会場：大阪・関西万博 エンパワーリングゾーン P05

ペルー館 

■主な内容： 
• インカ（El Inca）と女王（La Coya）がファサード前に登場 

• ペルー副政府代表の挨拶とダンスパフォーマンスおよび記念撮影  

• バリチャダンス（アンデス伝統の踊り） 

• シピボダンス（アマゾン伝統の踊り） 

• 記念撮影 

• 来賓・報道関係者向けのパビリオンツアーとカクテルレセプション 

• インティライミとサンフアン祭の解説ビデオ上映 

• フォトブース体験：レタブロ（祭壇画）のスクリーン展示 

• ラマスダンス（アマゾン伝統の踊り） 

• アンデスとアマゾンのフィンガーフード＆代表的なカクテルを提供 
 

本件に関するお問い合わせ：ペルー館広報事務局 担当：柳、坂⼝、佐藤 

TEL：045-900-6854 / E-mail：press@peru-expo-2025-osaka.info 

https://www.expo2025.or.jp/en/future-index/virtual/virtual-site/

